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熊谷真実と愉快な仲間！

　　　　　　　

◉オークホール開館30周年記念事業（詳細は８ページ）

全
員
集
合



　本町の豊かな自然環境は他に誇る地域資源であります。これを最大限に活かしたまちづくりは、産業の振興と地
域の発展における重要施策であります。戦略的農業の実現と就農の安定化を図るため、研修生や新規就農者の自立
を支援する園芸用パイプハウス４棟を整備します。また県内初の試みであるモデル事業の新城岩瀬地区における農
　　　　　　　地中間管理機構関連農地整備事業が円滑に実施されるよう県と連携して地域を支援し、基盤整備に
　　　　　　　　　　よる生産効率の向上と農業経営の改善に取り組みます。
　　　　　　　　　　　　林業振興では、町内の林業・木材産業の担い手を確保し、持続可能な林業経営に向けて
　　　　　　　　　　　　　　林業・木材産業従事者の育成支援、新規就業者の技術習得支援を行います。また、
　　　　　　　　　　　　　　　町有林の適期箇所の主伐を行い、山の保水力回復、災害に強い森づくり、野生動
　　　　　　　　　　　　　　　　物のエサ場の復元など豊かで健全な森づくりに向けた撫

※ぶいく

育事業を実施します。

　本町の歴史まちづくりの核である英彦山は、一昨年、関係各位の協力と指導により国史跡指定を受けました。修験道
をはじめとした信仰によって育まれた英彦山の歴史と自然を継承していくことは私たちの責務であり、この活用・整備
の指針となる「史跡英彦山整備基本計画」を策定することにしています。
　６年目を迎え、後半のスタートとなる添田町歴史的風致維持向上計画の推進にあたっては、有識者で組織する法定協
議会および国等からの指導に基づく中間評価を行い、公表することにしています。国指定重要文化財中島家住宅につい
ては、工期を延長し平成33年度内での完了を目指し取り組みを行い、最も重要である活用方針については、地域内外の
コミュニティーの交流の場としての活用とテナントとしての活用を合わせた方向性で取り組んでいきたいと考えていま
す。英彦山は貴重な観光資源であり、来訪者の受け入れ環境の整備や観光ガイドの会との連携、その活動の母体となる
組織構築による戦略的な観光を推進し、本町への人の流れをつくり、経済的側面を踏まえた稼げる観光を目指します。

　社会教育／町民が生きがいを持ち、充実した生活が送ることができるよう、それ
ぞれの年代のライフステージに応じた学習機会の提供に努めます。学校教育／重
点施策である学校教育環境の整備について、現在協議している小学校統廃合、老
朽化が顕著な中学校校舎の整備を見据えつつ、取り組んでまいります。また、児
童生徒の夏季の猛暑に対応するため小中学校のエアコン設置を計画し、６月末ま
でに普通教室と一部特別教室への設置を確実に完了させるため取り組んでいます。

　環境保全／豊かで清らかな河川の水質汚濁防止のため、個人設置型合併浄化槽の普及を図
り、現行補助制度の拡充を行い、汚水処理人口の普及率の向上に取り組みます。安心安全／
災害に強いまちづくり、地域づくりは行政の責務です。防災関連の各種計画の見直しを行
い、昨年度に実施した防災行政通信システムの音達調査結果を反映した更新や再整備の計
画策定に取り組みます。町営住宅／現在建設中の朝日ヶ丘団地の建て替え事業、また長寿
命化計画に基づき、真木団地改修工事に今後、５か年事業として着手する計画です。

美しい自然環境を守り育て、快適な暮らしのあるまちづくり

　高齢者福祉／介護予防・日常生活支援総合事業を実施し、高齢者がいつまでも住
み慣れた地域で安心して元気にくらせるよう介護、医療、予防、生活支援、住まい
を包括的に提供する地域包括ケアシステムの構築を進めます。子育て支援／現行の
子ども・子育て支援事業計画が最終年度となるため、ニーズ調査を基に、現状と将
来を見据えた新たな計画を策定することとしています。障がい者福祉／手話を言語
の一つと定義する手話言語条例が制定されました。手話を言語と認識し、手話への
理解と円滑な意思疎通を進める、手話通訳者の養成、派遣事業の充実を図ります。

　農業／中山間の特性と強みを活かした生産技術の習得を念頭に農業の担い手と経営の安定化を重
点に進めてまいります。林業／荒廃森林や荒廃する恐れのある森林について、引き続き再生事業を実
施するとともに、森林経営計画の策定を推進し、森林管理のための作業道整備支援を行います。有害
鳥獣対策／添田町鳥獣被害防止計画に基づき、捕獲を推進するため、国の事業に併せ、町独自の捕獲奨
励金制度の上乗せによる捕獲推進に取り組みます。商工業／創業等支援補助金制度を活用した後継者の
確保や新たな事業展開をする事業者への支援を行い、雇用創出につなげ、中小企業の活性化に務めます。

　２年続いた豪雨災害からいち早い完全復旧と復興にあたります。また、本町の防
災計画を定めた地域防災計画の見直しと土砂災害警戒区域情報の更新を含めた防
災ハザードマップの改訂を行います。小学校の統合では「添田町立小学校の明日を
考える会」をはじめ、各地域で町民の皆さんの議論、意見をお聞きしました。町と
して早急に考えをまとめ示したいと考えております。朝日ヶ丘町営住宅は、第一期
工事の鉄筋コンクリート造３階建て２棟が７月竣工し、35 戸の移転入居を予定しています。空き家の活用につい
ては、マッチングを的確に行い、所有者へのアドバイスを強化し、空き家活用による移住定住施策を充実させてい
く所存です。山間部における地域づくりとして、地域活動を住民自ら役割を持って取り組み、地域が主体となって
持続可能な生活を維持する「小さな拠点づくり」として英彦山・上落合地区と津野地区をモデル地区に進めます。

英彦山を核とした歴史のまちづくり、観光振興

地域資源を活かした農林業の振興

安心して住み続けられる定住促進

寺西明男町長が３月議会で発表した平成31年度のまちづくりの骨子

施政方針
地方創生総合戦略３本の矢と第５次総合計画に掲げる６つの施策

 　添田町第５次総合計画の基本理念である「自主・自立」「連携・協働」
「安心・安全」のもと、総合戦略で掲げた３本の矢である「定住促進」

「農林業の振興」「観光振興」に重点的を置き、町民が幸福を感じることができるまちづくりを
進めることを使命として、３つの基本方針を推進します。❶添田町の歴史と文化を末永く繋

つな

げ
ていくため、年少人口、生産年齢人口の増加を目指す。❷人のつながりを意識し、観光客等の
ふるさと人口、交流人口の増加を目指す。❸高齢者の皆さんが活躍できるまちを目指す。これ
まで以上に中長期的な視野に立ち、社会情勢を見極めながら重点施策の推進を図っていきます。

基本方針

３　広報そえだ（平成 31年４月号） 広報そえだ（平成 31年４月号）　２

地域の特性・資源を活かした活気のあるまちづくり

健やかで生き生きとした安心のまちづくり

す

連携と協働による自立のまちづくり

豊かな心と生きる力が育まれ、文化が躍動するまちづくり

※撫育…かわいがって大切に育てること

　道路整備／災害による復旧を最優先に進めてまいりますが、安全で快適な道路網
の構築は重要課題であり、引き続き、計画的な整備に努めてまいります。河川管理
／町管理の河川の浚

しゅんせつ

渫、護岸補修を実施し災害に強いまちづくりを目指します。交
通施策／ JR日田彦山線の不通区間の復旧を第一に取り組んでまいります。復旧へ向
け日田彦山線活性化推進沿線自治体連絡会による観光列車の運行やひたひこウォー
キングなどを実施し、早期復旧へ向けた機運を高めていきたいと考えております。

住みよさが感じられる生活基盤が整備されたまちづくり

　広報広聴／協働のまちづくり推進に向け、情報共有のための情報発信の強化充実
を図ります。さらに、多様な機会において町民の皆さんの意見を把握するため、意見
公募制度（パブリックコメント）の活用を進めてまいります。行政運営／交付税の減少
や各種事業、施設の老朽化への対応など厳しい財政運営が見込まれます。事務事業
を精査し、補助金・交付金の有効な活用を行い、あらゆる側面から検証し、効果的
かつ効率的な事業実施と将来的なコストの見直しに全力で取り組んでまいります。
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自主財源（20.1％）
依存財源（79.9％）

歳 入
69億
6,326 万円

歳 出
69億
6,326 万円

議会費
9,300 万円（1.3％）

総務費
９億

4,917 万円
（13.6％）

民生費
19 億

9,412 万円
（28.7％）

衛生費
３億 7,223 万円
（5.4％）

商工費
２億 4,571 万円（3.5％）

その他
1,124 万円
（0.2％）

教育費
５億 3,022 万円
（7.6％）
消防費

２億 4,977 万円
（3.6％）

農林業費
４億 6,600 万円（6.7％）

土木費
８億 2,313 万円
（11.8％）

町税
６億

6,855万円
（9.6％）

地方交付税
29 億 258 万円
（41.7％）

国庫支出金
11億

1,132 万円
（15.9％）

県支出金
６億

5,930 万円
　　（9.5％）

町債
６億

6,018 万円
　（9.5％）

その他
２億 3,313 万円
（3.3％）

分担金・負担金
6,823 万円
（1.0％）

その他
３億 4,924 万円
（5.0％）

諸収入
１億 5,009 万円
（2.2％）
使用料・手数料
１億 6,064 万円
（2.3％）

５　広報そえだ（平成 31年４月号） 広報そえだ（平成 31年４月号）　４

　  公債費
６億

9,695 万円
（10.0％）

平成31年度
っ
て
、
前
年
度
当
初
よ
り
国
庫
支
出
金
で
６

８
５
4
万
円
、
県
支
出
金
で
１
億
９
３
２
０

万
円
の
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

自
主
財
源
の
乏
し
い
本
町
で
は
税
収
の
確

保
は
絶
対
的
な
課
題
で
す
。
そ
の
た
め
、
本

年
度
も
税
を
含
め
た
自
主
財
源
を
確
実
に
確

保
で
き
る
よ
う
悪
質
滞
納
者
に
は
、
さ
ら
に

厳
し
い
姿
勢
で
臨
み
、
収
納
率
の
向
上
に
努

め
ま
す
。

　

本
年
度
の
主
な
事
業
と
し
て
は
、

地
方
創
生（
総
合
戦
略
事
業
）計
画
の

最
終
年
度
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、引
き
続
き
、

町
の
特
色
を
踏
ま
え
た
農
業
・
林
業
・
観
光

に
お
け
る
雇
用
の
場
を
創
出
し
、
年
少
人
口

や
生
産
年
齢
人
口
の
増
加
を
図
り
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
の
九
州
北
部
豪
雨
や
昨
年
度

の
西
日
本
豪
雨
か
ら
の
復
興
を
目
指
し
、
道

路
や
河
川
な
ど
の
復
旧
関
連
事
業
を
進
め
ま

す
。
ま
た
、
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
を
行

う
と
と
も
に
、
地
域
の
情
報
を
踏
ま
え
た
防

災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
改
訂
。
さ
ら
に
、
防

災
に
関
す
る
専
門
的
知
識
を
有
す
る
防
災
専

門
官
を
任
用
し
ま
す
。

　

農
林
業
で
は
、
農
業
人
口
の
確
保
と
経
営

の
安
定
化
を
図
る
た
め
、
収
益
性
の
高
い
パ

イ
プ
ハ
ウ
ス
を
設
置
し
、
貸
し
出
し
を
行
う

就
農
支
援
用
施
設
設
置
事
業
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
荒
廃
の
恐
れ
の
あ
る
人
工
林
を
間
伐

す
る
荒
廃
森
林
再
生
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

減
少
す
る
歳
入
を
有
効
活
用
す
る
た
め
、

よ
り
効
率
的
で
効
果
的
な
、
選
択
と
集
中
に

よ
る
行
政
運
営
を
進
め
な
が
ら
、
住
民
の
皆

さ
ん
が
安
心
し
て
住
め
る
ま
ち
づ
く
り
、
活

躍
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

平
成
31
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は
、
昨
年

度
に
比
べ
て
８
３
６
５
万
円
増
額（
１
・
２
％
）

の
69
億
６
３
２
６
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
入
は
、
税
金
や
使
用
料
・
手
数

料
な
ど
に
よ
る
自
主
財
源
が
全
体
の

20
・
１
％
、
国
や
県
に
頼
っ
た
依
存
財
源
が

79
・
９
％
と
財
源
の
多
く
を
依
存
財
源
が
占

め
て
お
り
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
財
政
運
営

状
況
に
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。

　

主
な
自
主
財
源
で
あ
る
町
税
収
入
は
、
景

気
回
復
の
兆
し
に
よ
る
業
者
の
業
績
好
調
や

償
却
資
産
の
増
加
に
よ
っ
て
、
前
年
度
当
初

比
９
８
６
万
円
の
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
豪
雨
災
害
か
ら
の
復
旧
で
は
、
国

や
県
の
補
助
金
制
度
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ 予算予算

一般会計・特別会計合わせて

総額86億3,540万円

　寺西町長が示した方針に基づ
き編成された平成31年度予算が、
３月の議会定例会で承認されま
した。一般会計と特別会計を合
わせた予算総額は 86億 3,540万
円です。今年は元号が変わる節
目の年。添田町も新たな一歩を
進める年になるよう限られた財
源の中で最大の効果を図ります。

前年度に比べ 6,096 万円の増額（ ＋ 3.8％）

国民健康保険事業勘定

後期高齢者医療

住宅新築資金等貸付事業

バス事業

水道事業 ２億 179万円

2,222 万円

128万円

１億 8,077万円

12億 6,607万円 ＋ 5.3％

＋ 0.4％

－ 19.5％

＋ 1.0％

－ 1.5％

特別会計名 当初予算額 前年度比

【
歳
入
】

▼
町
税
…
町
民
税
、
固
定
資
産
税
、
た
ば

　

こ
税
、
軽
自
動
車
税
な
ど
、
皆
さ
ん
に

　

納
め
て
い
た
だ
く
税
金

▼
地
方
交
付
税
…
市
町
村
の
財
力
に
応
じ

　

て
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金

▼
国
庫
支
出
金
…
市
町
村
が
行
う
特
定
の

　

事
業
に
対
し
て
、
国
か
ら
交
付
さ
れ
る

　

お
金

▼
県
支
出
金
…
市
町
村
が
行
う
事
業
に
対

　

し
て
県
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金
で
、
通

　

常
は
使
途
が
特
定
さ
れ
ま
す

▼
町
債
…
町
の
借
入
金
で
償
還
が
２
年
以

　

上
に
わ
た
る
も
の

【
歳
出
】

▼
議
会
費
…
議
会
運
営
の
経
費

▼
総
務
費
…
行
政
全
般
の
事
務
な
ど
に
関

　

す
る
経
費

▼
民
生
費
…
障
害
者
や
高
齢
者
に
対
す
る

　

福
祉
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災害復旧費
５億

3,172 万円
（7.6％）

平成31年度主な事業

地方創生（総合戦略事業）

　町の将来像として「豊かな自然と歴史の
こころがつくる活力のあるまち」を掲げ、
厳しい財政状況の中ですが、選択と集中に
よる事業を推進していきます

▶ 899 万円（農林業費）
　良い時期となった町有林の切り
出しを行い、伐採後は新たにヤマ
サクラやイロハモミジなどの広葉
樹の植栽を行います。

▶ 1,132 万円（総務費）
　６次産業化ベンチャー育成事業
や観光分野で利益と雇用を生み出
す仕組みづくりなど、地方創生に
よる総合戦略事業を実施します。

町有林撫育事業

ハザードマップ作製業務委託

西日本豪雨等災害復旧関連事業

▶５億 9,842 万円（災害復旧費）
　九州北部豪雨や西日本豪雨の復
旧工事のうち、今年度に対応する
道路や河川など27か所の災害復旧
事業です。

▶ 743 万円（消防費）
　平成27年度に発行した添田町防
災マップの浸水想定区域が変更し
たため、地域の実情に沿ったマッ
プに見直します。

一般会計▶▶▶▶歳入一般会計▶▶▶▶歳出
前年度比 

　　８,365万円増　＋1.2％

▶▶▶特別会計 16億7,213万円

前年度比 

　　８,365万円増　＋1.2％



平成31年度の国民年金保険料額は、月額16,410円
です。支払い方法によってお得な割引制度があ

りますので、ご利用ください。
❶口座振替 早割

　当月保険料を当月末に引き落とす早割制度（納付期
限よりも１か月早く振替する制度）を利用すると毎月
50円（年間600円）割引となります。
❷前納割引（保険料の前払い）

　現金で保険料を２年度分前納した場合、毎月払いと
比べて 14,520 円の割引、１年度分前納で 3,500 円
の割引、６か月分前納で 800 円の割引になります。
また、口座振替制度を利用すると、２年度分前納で
15,760 円、１年度分前納で 4,130 円、６か月分前納

割引制度がお得です　　　　　　　問 役場住民課保険年金係（☎ 82-5966） 直方年金事務所（☎ 0949-22-0891）

国民年金保険料額が16,410円に変わります

飼い犬には、狂犬病予防法で「登録」と「予
防注射」が義務付けられています。犬を複

数頭飼う場合は、１頭ごとに登録が必要です。飼
い主が変わったときや引っ越した場合、犬が死亡
したときは、届け出が必要となります。また、狂
犬病の予防注射は、毎年１回受け、町から注射済
票の交付を受けなければなり
ません。飼い犬が登録済みの
場合は、通知書が届きます。
【畜犬登録と狂犬病予防注射】
◉とき　４月18日木　９時30分～15時15分
　　　　　   19日金　９時30分～14時25分
※受けられない場合は動物病院で接種してください。

◉ところ　町内地区公民館や集会所など25会場
※対象は生後91日以上の犬です。各会場で時間が
決まっていますので、詳しくは、役場保健福祉環
境課環境保全係まで問い合わせください。

問 役場保健福祉環境課環境保全係（☎ 82-1232)

愛犬の登録と、１年に１回の
予防注射を忘れずに

愛犬に１年に１回大切な予防注射

登録と注射 注射料金 登録手数料 済票手数料 合　計
初めて登録 2,600円 3,000円 550円 6,150円
登録済み 2,600円 0円 550円 3,150円

で 1,120 円の割引となり、大変お得です。
◉学生納付特例制度

　20歳以上の人は、学生であっても国民年金に加入
しなければなりません。しかし、学生は一般的に所
得が少ないため、本人の所得が一定額（118万円＋［扶
養親族等の数× 38万円］）以下の場合、国民年金保
険料の納付が猶予される「学生納付特例」があります。
　平成30年度に保険料を猶予されている人で、平成
31年度も引き続き在学予定の人は、３月下旬に送付
されたハガキで手続きができます。
　なお、平成31年度は学生特例制度を利用せず、保
険料の納付を希望する場合は、納付書を送付します
ので、直方年金事務所にご連絡ください。

年金に加入

ピックアップ  INFORMATIONINFORMATION
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広報そえだ（平成 31年４月号）　６

5 月 1 日は祝日です

改元後は平成の表記を

新元号に読み替えます

５月１日に即位されます５月１日に即位されます５月１日に即位されます 新しい年号表記と大型連休

　５月１日に皇太子さまが新しく天皇陛
下として即位され、現在の平成から新元
号に変わります。また、今年に限り、５
月１日が即位の日として祝日となり、４
月下旬から５月上旬にかけて大型連休と
なります。

森林に関する情報の閲覧や情報提供を受けること
ができるようになりました。今後の林業経営や

森林管理にご利用ください。
▶対象項目　所有者の住所、氏名、地番、地目、面積、森林
経営計画の認定状況、公益的機能別施業森林などや地図
※所有者の氏名と住所は、情報提供の場合に限ります。

問 役場地域産業課林業振興係（☎ 82-5962)

林地台帳及び地図の閲覧や
情報提供が受けられます

４月から林地台帳制度が運用開始

対象者 対象森林の範囲 実施方法

閲
覧

制限なし
（申請した人）

制限なし
（申請の範囲） 窓口で閲覧

情
報
提
供

申請する森林の土地所有
者、森林所有者または森
林の施業、経営の委託を
受けた人

 対象者に係る森林
 の土地に関する部
 分

書面で提供

隣接する森林の土地所有
者、森林所有者または森
林の施業、経営の委託を
受けた人

 対象者に係る森林
 の土地に隣接する
 部分

県内の森林経営計画の認
定を受けた森林所有者ま
たは森林所有者から経営
の委託を受けた人

 対象者に係る森林
 と同一の福岡県内
 の部分

※申請に本人確認や土地所有者の確認などの証明書が
必要になります。

 ◉４月下旬から５月上旬の
 　役場や各機関の　　　　　
役場・各関係機関
代表（☎ 82-1231）  閉庁日／４月27日（土）～５月６日（月

・振休）

図書館・児童館
（☎82-4800、82-3402）  休館日／４月28日（日）～５月６日（月

・振休）

オークホール
（☎ 82-2559）  休館日／４月29日（月・祝）～５月６日（月・振休）

サンスポ、ドーム
町体育館など

（☎82-2559）

 休館日／４月30日（火・祝）、５月１日（水・祝）、
                   ５月７日（火）
  ※４月28日以降の利用については、28日までに予約と使用
　  料の支払いが必要です。

英彦山修験道館
（☎ 85-0378）

 休館日／４月29日（月・祝）、５月１日（水・祝）、
                   ５月６日（月・振休）

英彦山スロープカー  
（☎ 85-0375）  通常通り営業

歓遊舎ひこさん
（☎ 47-7039）  通常通り営業

しゃくなげ荘
（☎ 85-0123）  通常通り営業

ひこさんホテル和
（☎ 85-0121）  通常通り営業

そえだジョイ
（☎ 82-5600）

 通常通り
 ※４月29日（月・祝）、５月６日（月・振休）は16時まで受け付け。

クアハウスハピネス
（☎ 82-5061）

 通常通り
 ※４月28日（日）、５月５日（日・祝）は９時30分～18時。

町バス・まちいこカー
  （役場施策推進係
　／☎82-1236）

 町バス／土日祝日の時刻表で運行
 まちいこカー／運休

ごみ収集
  （役場環境保全係
　／☎ 82-1232）

 休み／４月27日（土）、28日（日）
　　　  ５月４日（土・祝）、５月５日（日・祝）

 し尿くみ取り

 休み／４月28日（日）、29日（月・祝）
　　　  ５月４日（土・祝）、５月５日（日・祝）
 問 ㈲桑野衛生（☎ 82-2288） 
     ㈲添田環境サービス（☎ 82-0450）
     松村産業㈱（☎ 32-3182）

水道当番

４月27日（土）、28日（日）／㈲筑添建設（☎82-4661）
４月29日（月・祝）、30日（火・祝）／安藤水工（☎85-0527）
５月１日（水・祝）、２日（木・祝）／㈲毛利管工（☎82-1023）
５月３日（金・祝）、４日（土・祝）／㈱森下組（☎ 82-0174）
 ５月５日（日・祝）、６日（月・振休）／㈲畠田建設（☎82-5857）

 田川地区斎場
 （☎ 42-8002）  通常通り（休日はなし）

 田川地区急患
 センター

 （☎ 45-7199）
※保険証を忘れずに。

 診療日／４月28日（日）～５月６日（月・振休）
 受付時間／【内科・小児科】９時～12時、
 13時～17時、18時～23時
 【外科】９時～12時、13時～17時
 ※４月27日㈯は、【内科・小児科】18時～23時

 犬の捕獲
 飼い犬・飼い猫の
 引き取り

 休み／４月27日（土）～５月６日（月・振休）
 問 福岡県田川保健福祉事務所（☎42-9309）

 子育て支援センター

 （☎ 85-0888）

 休み／４月28日（日）～５月６日（月・振休）
  ※各保育園も４月28日（日）～５月６日（月・振休）は休園 
    となります。

◉改元に伴う証明書等の有効期限
　町が交付している下記の証明書や通知書
などについては、有効期限が平成31年５月
１日以降の日づけが記載されています。そ
れらについて、改元後は平成の年の表記を
新元号の対応する年に読み替え、引き続き
利用できます。
【住民課】
　車検用納税通知書、納税通知書（軽自動
車税・固定資産税）
問 税務・滞納対策係（☎82-1234）
　国民健康保険証・限度額認定証、後期高
齢者医療保険証・限度額認定証、子ども医
療証、重度障害者医療証、国民年金納付書
※子ども医療証は、５月中に
　再交付して送付します。
問 保険年金係
（☎ 82-5966）
【保健福祉環境課】
　自立支援医療（更正医療）自己負担額上限
額管理票、自立支援医療（育成医療）自己負
担額上限額管理票、障がい福祉サービス受
給者証、有料道路障害者割引証明、日常生
活用具給付券、日中一時支援及び移動支援
事業利用通知書
問 福祉障がい者係（☎ 82-1232）
　福岡県ひとり親家庭等医療証、児童扶養
手当証書、特別児童扶養手当証書
問 子育て支援係（☎ 82-1232）
【まちづくり課】
　町バス使用料減免証明書
問 施策推進係（☎ 82-1236）
【水道課】
　添田町水道料金納入通知書
問 管理係（☎ 82-5961）

業務と休み
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　町では、県税

特別対策班と共

同で、皆さんが

納めている税金

の公平で適正な

負担を図るため、

税などの滞納処

分を行っていま

す。平成30年度

は、滞納解消へ

の取り組みとして、預金・給与の差し押さえや捜索など

を実施。差し押さえの件数は14件、納付額は141万９千円

でした。町は、今年度も積極的に滞納処分を行います。

　　My Town Topics　問 役場総務課（☎ 82-1231）

まちの話題
My Town Topics

身近なまちの話題について情報をお寄せください。
広報紙に掲載された写真は差し上げますので、お気軽に問い合わせください。

県税特別対策班と共同で

積極的な滞納処分を実施しました

↑昨年の12月、差し押さえ財産の入札公売会を実施

↓公演終了後には、出演者全員がステージに上り、お楽しみ抽選会が行われました

↑オークホールは満席になりました

　３月１日、児

童館で子育て支

援センターによ

る「おんぶに抱

っこマルシェ」

が行われました。

マルシェとは市

場のことで、こ

の日はお菓子釣

りなど子どもが

大喜びの遊びや手づくり雑貨の販売、マッサージ、小物

作りのワークショップなど子育てに忙しいママに嬉しい

ブースが設けられ、参加者は親子で楽しんでいました。

おんぶに抱っこマルシェ

ぼくもママも親子で楽しんだ１日

添田町消防団水防競練会

大雨に備え、各分団シート張り競う

↑小雨の降る中、斜面を保護するシートを張る団員

↑「目指せ、大物ゲット !! お菓子釣りに挑戦だ～」

　春の火災予防

運動期間中の３

月３日、歓遊舎

ひこさん前河川

敷で添田町消防

団（田中久美男

団長）による水

防競練会が行わ

れました。今回

は豪雨が２年続

いたことから、大雨による水害に対して迅速な対応と被

害の軽減を図るため、斜面を保護するシート張り技術を

分団対抗で競った結果、第６分団が優勝に輝きました。

熊谷真実と愉快な仲間！全員集合

豪華な舞台で祝う開館30周年

　３月３日、オークホール開館30周年記念事業の一環

として、そえだまち観光大使の熊谷真実さんらによる

舞台公演「熊谷真実と愉快な仲間！全員集合」が行われ、

県内外から多くの人が訪れました。舞台では、歌やダ

ンスなどが披露され、来場者からは歓声や拍手が湧き

起っていました。舞台公演終了後は、出演者の皆さん

のサイン色紙や、オリジ

ナル手ぬぐい、熊谷真実

さんおすすめの炊飯器な

どの豪華賞品が当たるお

楽しみ抽選会が行われ、

当選者は嬉しそうな笑顔

を見せていました。

故・宮城博幸さんと故・梅原和雄さん

生前の功績が認められた２人が受章 ↓地方自治の発展に寄与した故・梅原和雄さんの妻のマサ子さんに伝達されました

　昨年９月に亡くなられた医師の宮城博幸さんに瑞宝

双光章が授与されました。宮城さんは長年、地域に密

着した医師として適切な医療を提供するとともに44年

の長きにわたって、学校医として多くの児童・生徒の

の健康診断や保健指導を行い、地域医療に貢献しまし

た。また、昨年10月に亡くなられた元添田町議会議員

の梅原和雄さんが瑞宝単

光章を受章しました。梅

原さんは平成２年から18

年まで16年間、議会議員

として地方自治の進展に

貢献した功績が認められ

ての受章となりました。
↑故・宮城博幸さんには瑞宝双光章が授与

③ ④

地域のリーダーを目指す女性応援研修

男女共同参画に取り組む人材を育成↓県では今年度もこの研修を実施する予定です。詳細は広報などでお知らせします

　国際的な視野を持ち、地域の男女共同参画推進に取

り組む女性の人材育成を目的に「地域のリーダーを目

指す女性応援研修」が開催され、県内各地から15人が

参加しました。町からは役場職員の川添良子さん（総

務課）と山内菜美さん（まちづくり課）が男女共同参画

の基礎知識や国際動向などを学びました。昨年12月の

県外研修では、女性議員が半数を占める神奈川県大磯

町議会で女性議員と意見交換したり、市川房枝記念会

女性と政治センター（東京都渋谷区）を見学したりと男

女共同参画推進リーダー研修を学んだ研修生たち。２

月23日には福岡市の中小企業振興センターで報告会が

行われ、今回の研修で学んだ、地域が抱える課題解決

のための取り組みを自主研究した内容を発表しました。

　３月10日、町

体育館で町民バ

ドミントン大会

が行われ、小学

生からシニア世

代までのバドミ

ントン愛好者28

ペア56人が、４

つのコースに分

かれ、息のあっ

たプレーでシャトルを追いかけ熱戦を繰り広げました。

閉会式終了後には、じゃんけん大会も行われ、４人が見事、

プロ野球観戦チケットをゲットし、大喜びの様子でした。

第31回町民バドミントン大会

シャトルを追って繰り広げた大熱戦

↑老若男女が息のあったプレーで熱い戦いを展開

　町内各小学校

の卒業式が３月

15日に行われ、

思い出の詰まっ

た校舎に別れを

告げました。中

元寺小学校では、

保護者や下級生

が見守る中、７

人が卒業証書を

受け取りました。言葉や歌で思い出を振り返ると、込み

上げてくる涙を必死でこらえる卒業生。最後は下級生や

先生にアーチで見送られ、新たな一歩を踏み出しました。

町内小学校で卒業式

思い出を胸に新たな一歩を踏み出す

↑多くのことを学んだ６年間。「卒業おめでとう」

　町は、県町村

会から行財政運

営が充実し、業

績優秀で他の模

範となるとして

町村表彰を受け

ました。今回は、

定住施策や基幹

産業である農林

業の振興、英彦

山を中心とした自然と歴史、文化のまちづくりなどの先

進的・独自的な取り組みが、地域の魅力向上に重要な役

割を果たしていることが認められての表彰となりました。

福岡県町村会表彰

地域資源を活用したまちづくりを

↑若者定住など独自のまちづくりが認められました



　平成30年度

公民館講座と

して小学５年

生から中学２

年生までを対

象に行われた

子どもドラム

教室の発表会

が３月23日、

オークホールで行われました。教室開始当初は、ドラ

ム初心者の子どもたちでしたが、週 1回のレッスンや

自宅での練習を続けみるみる成長。発表会ではステー

ジ上で音楽に合わせ、軽快なリズムを刻んでいました。
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４月生まれ

HAPPY
BIRTHDAY

日野 稜
ろうらん

蘭ちゃん 
４月８日生 ❷・添田東

お誕生日おめでとう！毎日、幸
せをありがとう♡大好きなねぇ
ねと元気に笑って大きくなろう
ね！パパ ママより

◉
５
月
号
に
掲
載
す
る
俳
句
・
短
歌
・
川
柳
を
募
集
し
ま
す

　

４
月
12
日
金
ま
で
に
役
場
総
務
課
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※
投
稿
は
１
人
一
句
ま
で
。
俳
句
・
短
歌
・
川
柳
の
区
分
を
書
い

て
く
だ
さ
い
。

問 

役
場
総
務
課
広
報
・
秘
書
係
（
☎
82
―
１
２
３
１
）

文
芸
歳
時
記

英
彦
山
の
豊
前
坊
に
立
ち
山
伏
の

　
　
　
　

法
螺
貝
を
聞
く
臣
杉
の
下
に　

荒
巻
ミ
サ
子

【
俳
句　

投
稿
】

土
手
青
む
今
日
も
歩
け
る
幸
せ
を　
　
　

本
川
ミ
ツ
子

満
開
の
河
津
桜
に
雨
が
降
る　
　
　
　
　

寺
本　

紀
子

落
葉
踏
め
ば
さ
く
さ
く
さ
く
と
山
の
音　

島
津
余
史
衣

師
走
の
灯
点
す
牛
舎
に
父
の
影　
　
　
　

柴
田　

一
世

冬
耕
土
ほ
こ
ほ
こ
と
く
ろ
ぐ
ろ
と　
　
　

斎
藤
智
寿
子

奥
宮
に
色
を
残
し
て
冬
紅
葉　
　
　
　
　

天
野
ユ
キ
海

カ
ー
ナ
ビ
を
頼
り
に
走
る
年
の
暮　
　
　

立
花　

克
明

【
短
歌　

投
稿
】

酩
酊
の
た
び
に
会
ひ
た
き
人
あ
り
し

　
　

覚
む
れ
ば
そ
の
名
思
い
出
せ
ぬ
も　

独
活
山
強
実

咳
続
く
夫
と
共
に
鍬
を
振
り

　
　
　
　
　
　

身
体
宥
め
つ
二
畝
耕
す　

櫻
木
マ
サ
子

凍
て
つ
き
し
大
地
に
あ
ら
ず
わ
が
胸
の

　
　
　

土ど
こ
う壙

動
く
は
何
時
の
日
な
ら
む　

仲
摩　

直
子

う
れ
し
い
な
あ　

あ
ゝ
う
れ
し
い
な　

う
れ
し
い
な

　
　
　
　

今
今
今
が　

又
あ
り
が
た
い　

中
富　

泰
州

【
川
柳　

投
稿
】

炭や
ま坑

絶
え
て
石
炭
列
車
終
わ
り
た
り　
　

濵
田
イ
サ
オ

【
俳
句  

天
籟
通
信
添
田
句
会　

大
池
青
湖
選
】　
　
　

ポ
ケ
ッ
ト
は
い
つ
も
日
曜
桃
の
花　
　
　

諌
山　

静
香

乳
を
飲
む
や
や
の
リ
ズ
ム
よ
桃
の
花　
　

鈴
鹿　

雅
子

ハ
ー
モ
ニ
カ
大
正
ロ
マ
ン
の
春
の
夢　
　

安
永　

藻
香

玄
関
に
犬
が
迎
え
る
春
一
番　
　
　
　
　

手
嶋
く
み
え

蕗
の
薹
地
球
の
鼓
動
聞
き
つ
け
て　
　
　
　

武
田　

晴
子

こ
の
平
和
い
つ
ま
で
高
菜
を
揉
ん
で
い
る　

池　
　

三
太

蜂
蜜
の
い
る
そ
れ
だ
け
の
未
来
あ
り　
　
　

西　
　

加
予

か
ぶ
ら
漬
甘
さ
辛
さ
も
こ
の
世
か
な　
　

大
池
み
ど
り

【
短
歌　

春
扇
短
歌
会　

筑
紫
支
社
】

今
日
も
無
事
済
ん
だ
み
た
い
ね

　

一
日
を
寝
て
ば
か
り
で
も
食
欲
は
湧
く　

大
塚　

成
子

現
る
る
貼
り
絵
の
如
き
三
日
月
は

　
　
　
　

見
上
ぐ
る
吾
を
宇
宙
に
誘
ふ　

五
十
嵐
田
鶴

夕
暮
の
山
路
下
れ
ば
谷
の
村

　
　
　
　
　

谷
の
奥
よ
り
鹿
の
鳴
き
声　

大
塚　

富
江

山
木
々
の
己
が
じ
し
な
り
色
を
染
め

　
　
　
　
　

晴
着
に
似
た
り
秋
の
彩
り　

平
井　

朝
子

秋
冷
え
の
花
壇
の
色
彩
は
や
変
り

　
　
　

パ
ン
ジ
ー
並
び
師
走
と
な
り
ぬ　

福
富　

廣
枝

早
朝
よ
り
神
社
の
掃
除
落
葉
を
集
め

　
　
　

心
の
垢
も
燃
や
し
て
す
っ
き
り　

木
村　

寛
子

町内の保育園の延長保育は、利用者のニーズに

より各保育園で実施されていましたが、多様

化する就労状況や、延長保育を実施する保育園の受

け入れ体制の確保、延長保育を必要とする利用者へ

の公平性を図るため、町として町内保育園の延長保

育料に関する基準を設けることとなりました。詳し

くはご利用の保育園に問い合わせください。

◉運用開始　平成31年４月１日

◉実費徴収　10月１日から

◉月額利用料基準額　短時間前延長＝2,500円、

短時間後延長＝2,500円、標準時間前延長＝2,500円、

標準時間後延長＝ 2,500 円

◉日割利用料基準額　　短時間前延長＝ 200 円、

短時間後延長＝ 200円、標準時間前延長＝ 200円、

標準時間後延長＝ 200円

ひかり保育園が休園します
ひかり保育園は津野地域で長年運営し

てきました。少子化の影響を受ける中、園児数の確

保に努めてまいりましたが、次年度、保育所として

の一定基準を満たすことができず、保育環境の維持

が困難な状況となりましたので、平成31年４月から

休園いたします。休園期間は未定です。

問 役場保健福祉環境課子育て支援係（☎82-1232）境課子育て支援係健福祉環境 （☎821232）

延長保育料延長保育料の

基準基準を設けましたけました

延長保育料の

基準を設けました

問 役場まちづくり課文化財係（☎ 82-5964）歴まちコラム　～歴史と文化のふる里探訪～

小
次
郎
誕
生
の
地
は
、
福
井

説
や
岩
国
説
な
ど
が
あ
り

ま
す
が
、
重
要
な
こ
と
は
地
域
の

様
子
で
す
。
添
田
で
は
天
文
年
間

頃
（
１
５
３
２
〜
１
５
５
４
）
に

「
佐
々
木
源
右
衛
門
」と
い
う
人
物

が
岩
石
城
を
守
っ
て
お
り
「
佐
々

木
」
姓
を
名
乗
る
有
力
な
豪
族
が

居
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
慶
長
５（
１
６
０
０
）

年
に
な
る
と
、
細
川
忠
興
が
添
田

を
含
め
た
豊
前
地
域
を
治
め
る
こ

と
と
な
り
、
各
地
の
豪
族
を
家
臣

に
取
り
立
て
る
こ
と
で
地
域
の
安

定
を
図
ろ
う
と
し
た
こ
と
が
推
測

さ
れ
、「
佐
々
木
小
次
郎
」も
兵
法

指
南
役
と
し
て
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
頃
の
豊
前
に
は
、
佐
々
木
姓

を
名
乗
る
豪
族
は
添
田
の
佐
々
木

氏
の
み
と
さ
れ
、「
佐
々
木
小
次
郎
」

と
添
田
の
佐
々
木
氏
と
の
関
係
性

が
注
目
さ
れ
ま
す
。

小
次
郎
は
慶
長
17
（
１
６
１

２
）
年
に
、
巌
流
島
で
同

じ
く
細
川
氏
兵
法
指
南
役
の
宮
本

武
蔵
と
戦
っ
て
破
れ
ま
す
。
仕し

あ
い合

で
敗
れ
た
小
次
郎
は
命
を
取
り
留

め
て
い
た
も
の
の
、
潜
ん
で
い
た

武
蔵
の
弟
子
た
ち
に
よ
り
撲
殺
さ

れ
ま
し
た
。
後
日
そ
れ
を
知
っ
た

小
次
郎
の
弟
子
た
ち
が
、
武
蔵
を

討
と
う
と
し
た
も
の
の
、
既
に
武

蔵
は
細
川
氏
家
臣
の
沼
田
氏
に
か

く
ま
わ
れ
、
そ
の
難
を
逃
れ
た
こ

と
が
史
料
と
し
て
残
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
細
川
氏
の
動
き
は
、
小

次
郎
を
排
除
し
よ
う
と
し

た
も
の
の
、
細
川
の
名
で
は
抹
殺

で
き
な
い
理
由
が
あ
り
、
そ
れ
を

避
け
る
た
め
二
人
の
兵
法
指
南
役

の
戦
い
と
い
う
大
義
名
分
を
作
り

出
し
仕
向
け
た
の
で
は
な
い
か
と

考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
し

て
、
そ
の
〝
理
由
〞
は
「
細
川
氏

に
と
っ
て
重
要
な
地
域
で
あ
る
添

田
地
域
に
影
響
力
を
持
ち
、
か
つ

英
彦
山
修
験
道
と
い
う
巨
大
な
勢

力
と
も
関
係
が
あ
っ
た
添
田
の
佐

々
木
氏
が
反
旗
を
翻
す
こ
と
を
恐

れ
た
」
た
め
で
は
な
い
か
と
推
察

し
た
も
の
で
す
。
こ
れ
ら
の
考
え

か
ら
、
小
次
郎
と
添
田
の
佐
々
木

氏
が
結
び
つ
き
、
添
田
説
が
誕
生

し
た
の
で
す
。

　

た
だ
し
、
小
次
郎
が
添
田
の
佐

々
木
氏
の
一
族
で
あ
る
と
い
う
決

定
的
な
資
料
は
、
ま
だ
見
つ
か
っ

て
い
ま
せ
ん
。
今
後
、
小
次
郎
と

添
田
の
佐
々
木
氏
を
明
確
に
結
び

つ
け
る
資
料
が
確
認
で
き
れ
ば
、

添
田
説
は
ゆ
る
ぎ
な
い
も
の
と
な

る
で
し
ょ
う
。【
文
・
西
山
紘
二
学

芸
員（
ま
ち
づ
く
り
課
文
化
財
係
）

添
田
出
身
説
の
剣
豪
、

佐
々
木
小
次
郎
の
謎
に
迫
る

巌
流
島
で
の
宮
本
武
蔵
と
の
決
闘
で
有
名
な
江
戸
時
代

初
期
の
剣
豪
・
佐
々
木
小
次
郎
。
実
は
、
佐
々
木
小
次

郎
の
出
身
地
は
添
田
と
い
う
説
が
あ
り
ま
す
。

の
戦
い
と
い
う
大
義
名
分
を
作
り

出
し
仕
向
け
た
の
で
は
な
い
か
と

闘
で
有

。
実
は
、
佐
々
木
小
次

が
あ
り
ま
す
。

有
名
な
江
戸
時
代

は
、
佐
々
木
小
次

【参考文献】梶谷敏明「彦山・岩石城と佐々木小次郎（上）」（平成20年）

子どもドラム教室発表会

成 年度

音楽に合わせ、刻むリズム♪

　E メールは①お子さんの写
真　②お子さんの氏名　③名
前の読み方　④誕生日　⑤年
齢　⑥行政区　⑦メッセージ
（50文字以内）　⑧保護者の連
絡先を送信してください。

◎３歳までのお子さん募集中

　５月生まれは４月12日金まで

送信先
koudojyouhou@town.
soeda.fukuoka.jp
問 役場総務課広報・秘書係
　 （☎ 82-1231）

↑１年間の練習の成果をステージ上で披露しました



※
聴
覚
障
害
の
診
断
、
補
聴
器
の
補

装
具
費
の
要
否
判
定
は
行
い
ま
せ
ん
。

※
身
体
障
害
者
手
帳
の
診
断
書
の
作

成
は
行
い
ま
せ
ん
。

問 

役
場
保
健
福
祉
環
境
課
福
祉
・
障

　

 

が
い
者
係 
（
☎
82
―
１
２
３
２
）

▼
と
き　

４
月
23
日
火
（
受
付
15
時

　

30
分
〜
16
時
30
分
）

▼
と
こ
ろ　

ク
ア
ハ
ウ
ス

▼
内
容　

健
診
結
果
や
食
生
活
、
栄

　

養
改
善
に
関
す
る
こ
と
な
ど
、気
軽

　

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

問 

役
場
保
健
福
祉
環
境
課
健
康
対
策

　

 

係
（
☎
88
―
８
１
１
１
）

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
ご
理
解
の
ほ

ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問 

役
場
水
道
課
管
理
係

　

 

（
☎
82
―
５
９
６
１
）

▼
と
き　

５
月
28
日
火　

10
時
〜
12

　

時
（
予
定
）（
受
付
9
時
30
分
〜
）

▼
と
こ
ろ　

大
任
町
役
場
／
要
予
約

▼
内
容　

肢
体
不
自
由
の
補
装
具
の

　

支
給
・
修
理
の
要
否
判
定
や
、
そ

　

の
他
身
体
障
が
い
に
関
わ
る
相
談

▼
予
約
期
限　

５
月
10
日
金

　

戸
数
な
ど
の
詳
細
は
、
募
集
案
内

　

書
を
確
認
く
だ
さ
い
）

▼
募
集
案
内
書
の
配
布
と
受
付
期
間

　

４
月
８
日
月
〜
４
月
19
日
金

▼
募
集
案
内
書
配
布
場
所　

役
場
住

　

環
境
整
備
課
、
県
内
各
市
役
所
・

　

町
村
役
場
、
公
社
管
理
事
務
所
田

　

川
出
張
所
ほ
か

問  
福
岡
県
住
宅
供
給
公
社
県
営
住
宅

　

 
管
理
部
管
理
課

　

 

（
☎
092
―
781
―
8
0
2
9
）

▼
勤
務
地　

㈱
伊
万
里
木
材
市
場
福

　

岡
営
業
所

▼
勤
務
時
間　

平
日
８
時
〜
17
時

▼
募
集
人
数　

整
木
作
業
員
数
名

▼
勤
務
内
容　

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
、

　

ロ
ー
ダ
ー
を
使
用
し
て
の
木
材
の

▼
試
験
日　

▽
一
般
幹
部
候
補
生
＝

　

５
月
11
日
土
・
12
日
日
▽
一
般
曹
候

　

補
生
・
自
衛
官
候
補
生
＝
５
月
25
日
土

▼
試
験
会
場　

▽
一
般
幹
部
候
補
生

　

＝
福
岡
工
業
大
学
な
ど
▽
一
般
曹

　

候
補
生
・
自
衛
官
候
補
生
＝
受
付

　

時
に
お
知
ら
せ

▼
資
格　

▽
一
般
幹
部
候
補
生
＝
22

　

歳
以
上
26
歳
未
満
の
人
（
20
歳
以

　

上
22
歳
未
満
の
人
は
大
卒
見
込
み

　

含
む
）
▽
一
般
曹
候
補
生
・
自
衛

　

官
候
補
生
＝
18
歳
以
上
33
歳
未
満

　

の
人

▼
受
付
期
限　

▽
一
般
幹
部
候
補
生

　

＝
５
月
１
日
水
祝
▽
一
般
曹
候
補
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生
・
自
衛
官
候
補
生
＝
５
月
15
日
水

問 

自
衛
隊
福
岡
地
方
協
力
本
部
飯
塚

　

 

地
域
事
務
所

　
（
☎
０
９
４
８
―
22
―
４
８
４
７
）

　

町
立
小
学
校
に
勤
務
す
る
学
校
給

食
調
理
員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
勤
務
日　

月
に
10
日
程
度（
学
校
か

　

ら
要
請
の
あ
る
日
）

▼
勤
務
時
間　

９
時
〜
16
時
30
分

▼
賃
金　

日
額
６
０
０
０
円

▼
募
集
人
数　

１
〜
２
人
程
度

問 

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
教
育
管

　

 

理
係
（
☎
82
―
５
９
６
３
）

▼
募
集
住
宅　

県
内
に
所
在
す
る
県

　

営
住
宅
（
募
集
対
象
団
地
や
募
集

　

整
木
、
積
み
込
み

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

㈱
伊
万
里
木
材
市
場
福
岡
営
業
所

　

 

（
☎
82
―
５
０
１
０
）

▼
勤
務
時
間　

平
日
８
時
〜
17
時

▼
募
集
人
数　

数
名

▼
勤
務
内
容　

製
材
加
工
、森
林
整
備

▼
受
付
時
間　

平
日
8
時
〜
17
時

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

㈱
ウ
ッ
デ
ィ
―（
☎
82
―
３
７
７
５
）

▼
と
き　

４
月
１
日
か
ら
６
月
30
日

Informationくらしに役立つ情報満載

試
験
・
募
集

　

ま
で
の
期
間
の
毎
月
第
２
・
第
４

　

火
曜
日　

１
回
目
10
時
、
２
回
目

　

14
時

▼
と
こ
ろ　

田
川
税
務
署
（
田
川
市
）

※
事
前
に
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

問 

田
川
税
務
署
総
務
課

　

 

（
☎
44
―
０
４
３
０
）

　

10
月
１
日
に
予
定
さ
れ
て
い
る
消

費
税
率
引
き
上
げ
の
際
に
、
軽
減
税

率
制
度
が
実
施
さ
れ
、
税
率
８
％
と

10
％
、
双
方
の
商
品
を
取
り
扱
う
事

業
者
は
さ
ま
ざ
ま
な
対
応
が
必
要
に

な
り
ま
す
。
こ
う
し
た
事
業
者
を
支

援
す
る
た
め
、
国
で
は
軽
減
税
率
に

対
応
す
る
た
め
の
レ
ジ
や
受
発
注
シ

ス
テ
ム
、
請
求
書
の
発
行
を
行
う
シ

ス
テ
ム
の
改
修
・
導
入
に
対
す
る
補

助
金
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

問 

軽
減
税
率
対
策
補
助
金
事
務
局

　

 

（
☎
０
１
２
０
―
398
―
111
）

　

 

役
場
地
域
産
業
推
進
課
商
工
振
興

　

 

係
（
☎
82
―
５
９
６
２
）

　

４
月
は
新
生
活
の
ス
タ
ー
ト
時
期

で
す
。
引
っ
越
し
の
際
に
は
水
道
課

で
使
用
開
始
や
中
止
の
手
続
き
を
必

ず
お
願
い
し
ま
す
。
中
止
の
手
続
き

を
忘
れ
て
し
ま
う
と
基
本
料
金
が
発

生
し
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

問 

役
場
水
道
課
管
理
係

　

 

（
☎
82
―
５
９
６
１
）

　

４
月
27
日
か
ら

５
月
６
日
ま
で
の

大
型
連
休
に
よ
る

関
係
機
関
の
休
み

に
伴
い
、
５
月
の

検
針
は
５
月
８
日
〜
15
日
と
な
り
ま

す
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
４
月
分
の

水
道
使
用
期
間
が
長
く
な
り
５
月
分

の
水
道
使
用
期
間
が
短
く
な
る
た
め
、

４
月
分
の
水
道
料
金
が
高
く
な
る
こ

身
体
障
が
い
者
巡
回
相
談

自
衛
官
採
用
試
験

問 教育委員会
学校教育課（☎82-5963）

教育のひろば

◉新年度が始まりました

　いよいよ平成最後の４月が始まりました。３月
には卒業生がそれまでの学校生活の思い出を胸に、
立派に卒業していきました。今年度、添田町立学
校では、新小学生61名、新中学生67名が新たな環
境で学校生活を迎えます。勉強やスポーツ、遊び
を通して、友達との楽しい学校生活を過ごせるよ
うに、学校、保護者、地域の方々と協力していき
たいと思います。
　新しい元号が始まるにあたり、少し過去を振り
返ってみたいと思います。平成元年度の添田町内
の小学１年生は165名、中学１年生は211名でした。
現在の小中学校の保護者の方々がちょうどこの頃
の子どもだと思います。この当時、学校では多く
の同級生たちと一緒に勉強や運動に励み、学校が
終わると近くの友達と集まり、外で元気に遊んで
いました。また、各地域には子ども会もあり、地
域行事や球技大会などを通して、多学年の交流も
盛んだった印象があります。
　この31年間で、添田町の子どもの人数はおよそ
３分の１に減少しました。今後、添田小学校でも
１クラスの学年が出てくる可能性があり、添田小
学校以外の小学校には複式学級が増えていきます。
また、今も各地域で子ども会活動が行われていま
すが、子ども会がない地域も出てきています。同
時に、スマホなどの普及により、子どもたちの遊
びにも大きな変化が起きています。
　子どもたちの将来を見据えた教育環境を考えて
いく中で、これまで各学校、地域で行われていた
活動を継承していくとともに、これからの実態を
予測しながら、子どもたちにとって最良の改革を
地域、保護者、学校と協力して行っていくことが
必要だと考えています。

〜
子
供
た
ち
に
お
い
し
い
給
食
を
〜

給
食
調
理
員
を
募
集
し
ま
す

県
営
住
宅
入
居
者
募
集

保
健
師
・
管
理
栄
養
士
が

個
別
健
康
相
談
に
応
じ
ま
す

誘
致
企
業

㈱
伊
万
里
木
材
市
場
正
社
員
募
集

㈱
ウ
ッ
デ
ィ
―
正
社
員
募
集

道の駅歓遊舎ひこさんに、あなた
の商品を出品してみませんか。

平成31年度の出品者の募集を行います。
【新規出品者受付】

◉応募資格　町内在住者
◉受付期間　４月１日月～30日火祝

※新規出品希望者には後日、説明会を
行います。なお、手続き受付時間は９
時から17時までです。
問 歓遊舎ひこさん（☎ 47-7039）

道の駅歓遊舎ひこさんに
商品を出品しませんか

新規出品者を募集しています

消
費
税
率
引
き
上
げ
に
関
す
る

軽
減
税
率
対
策
補
助
金

税
・
水
道

添田町タクシー利用助成事業

75歳以上の皆さんの
タクシー料金一部を助成

◉対象　添田町に住民票がある75歳
以上の人（同居の家族がいても申請
できます）
※次の場合は利用できません。①町
民税など滞納がある②運転免許証を
持っている
◉助成金額　１回の乗車につき300円
◉申請方法　申請書を提出
※すでに利用者登録証の交付を受け
ている人も、更新手続きが必要です。
◉必要なもの　印鑑（代理人の場
合は本人と代理人の印鑑が
必要）、本人確
認ができるもの
（健康保険証など）、
登録証（すでに登録している人のみ）
※詳しくは問い合わせください。
問 役場まちづくり課施策推進係
　 （☎ 82-1236)

●第１回添田町議会定例会で

手話言語条例が
制定されました

消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度
・
適

格
請
求
書
等
保
存
方
式
説
明
会

相
談

引
っ
越
し
の
際
は

水
道
手
続
き
を
忘
れ
ず
に

大
型
連
休
に
伴
い

水
道
検
針
が
遅
延
し
ま
す

　手話言語
条例は、手
話に対する
理解を広め、
全ての町民
に互いに心

を通わせ、支え合い、安心して
暮らすことができる添田町の実
現を目指すことを目的に、田川
８市町村が「田川聴覚障害者協
会」と「田川手話の会」に協力
していただき、実現しました。
条例の全文は、町のホームペー
ジに掲載しています。

問 役場保健福祉環境課
　 福祉・障がい者係 （☎82-1232）



○
添
田
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

▼
香
典
返
し　

▽
野
北
忠
志
（
上
落

　

合
二
）
▽（
故
）
平
山
哲
志（
一
ノ

　

宮
）
▽（
故
）
谷
﨑
福
松（
上
中
元

　

寺
）
▽（
故
）
伊
川
ト
シ
エ（
添
田

　

東
）
▽（
故
）
藤
本
鈴
子（
添
田
東
）

　

▽（
故
）
鵤
常
雄（
町
三
）
▽（
故
）

　

米
村
良
子（
町
三
）
▽（
故
）
井
口

　

日
出
男（
町
四
）▽（
故
）宮
﨑
正
義

　
（
庄
西
）▽（
故
）平
原
多
𠮷（
桜
橋
）

　

▽（
故
）
中
村
明
照（
真
木
）

○
錦
風
荘
へ

▼
慰
問　

▽
伊
藤
麗
子
（
添
田
中
）

　
　

▽
三
丸
十
七
子
（
添
田
中
）
▽

　

田
代
律
子
（
田
川
市
）

　
　
　
（
平
成
31
年
３
月
14
日
現
在
）

【
第
71
回
全
日
本
総
合
女
子
選
手
権
福

岡
県
大
会
】

▼
と
き　

５
月
６
日
月（
振
休
）

※
球
場
に
つ
い
て
は
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

【
オ
ー
プ
ン
戦
】

▼
と
き　

４
月　

　

21
日
日
（
対　

　

佐
川
急
便
福　

　

岡
）・
29
日
月

　

祝（
対
Ｉ
Ｐ
Ｕ

　

環
太
平
洋
大
学
）
10
時

▼
と
こ
ろ　

め
ん
べ
い
添
田
町
グ
ラ

　

ウ
ン
ド

問 

役
場
ま
ち
づ
く
り
課
総
合
調
整
係

　

 

（
☎
82
―
５
９
６
５
）

　

18
時
）

▼
開
票　

４
月
７
日
日
（
20
時
〜
）

　
　

場
所　

添
田
町
役
場

【
選
挙
人
名
簿
定
時
登
録
者
数（
３
月

１
日
現
在
）】

▼
選
挙
人
名
簿
登
録
者
数

　

▽
男　

４
，
０
１
４
人　

　

▽
女　

４
，
６
３
４
人

　

▽
計　

８
，
６
４
８
人

▼
在
外
選
挙
人
名
簿
登
録
者
数

　

▽
男　

４
人　

▽
女　

３
人

　

▽
計　

７
人

※
福
岡
県
知
事

選
挙
の
選
挙
人

名
簿
は
３
月
20
日
に
、
福
岡
県
議
会

議
員
一
般
選
挙
の
選
挙
人
名
簿
は
、

３
月
28
日
に
作
成
し
て
い
ま
す
。

問 

添
田
町
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
（
☎
82
―
１
２
３
１
）

●人　口　9,831 人（ー40人）

●男　性　4,639 人（ー18人）

●女　性　5,192 人（－22人）

●世帯数　4,707世帯（－15世帯）

●出生　５ 人

●死亡　20 人

●転入　18 人

●転出　43 人

人の動き ２月末日現在（　）は前月比

相談
●心配ごと相談（そえだジョイ／10時～15時）
　４月16日火、５月７日火
●補聴器相談（役場ロビー）
　４月10日水（13時～）、4月12日金（15時～）
●無料法律相談（オークホール／13時～16時）
　４月19日金　
※２か月に１回の巡回無料相談会です。前日午前
中までに役場保健福祉環境課で予約してください。
問 役場保健福祉環境課（☎82-1232）
●無料法律相談会
　（福岡法務局田川支局／13時～16時）
　４月９日火、５月14日火
※利用条件あり。詳しくは問い合わせください。
問 法テラス福岡（☎050-3383-5502）
●こころの健康相談（田川保健福祉事務所／予約制）
　４月９日火（10時～）、25日木（14時～）
問 田川保健福祉事務所健康増進課（☎42-9307）

　２月の事故発生状況  （　）内は昨年同月比

　２月の事件発生状況   （　）内は昨年同月比
発生件数種　類

  オートバイ盗
  性犯罪

  空き巣・忍び込みなど

０（±０）
０（±０）
０（±０）
０（ー１）

今年の累計
０
０
１
０

発生件数種　類
  事故発生（物件＋人身）
  死亡者
  負傷者

16（ー15）
０（±０）
３（ー１）

今年の累計
31
0
８

  車上ねらい

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
で
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
し
込
み
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
生
涯
教

　

 

育
係
（
☎
82
―
２
５
５
９
）

▼
と
き　

５
月
19
日
日　

13
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

添
田
町
民
会
館

▼
内
容　

募
集
句
・
当
日
句
の
成
績

　

発
表
と
表
彰
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

大
池
さ
ん

　

 

（
☎
090
―
６
０
０
３
―
５
９
７
４
）

　

 

山
本
さ
ん

　

 

（
☎
090
―
４
９
９
０
―
５
５
１
８
）

　

 

廣
田
さ
ん

　

 

（
☎
090
―
１
８
７
５
―
３
１
１
１
）

　

で
く
だ
さ
い

問 

福
岡
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

　

 

（
☎
092
―
631
―
１
２
２
１
）

▼
と
き　

６
月
６
日
木
、
13
日
木

　

10
時

▼
と
こ
ろ　

ナ
ー
ス
プ
ラ
ザ
福
岡（
福

　

岡
市
）

▼
対
象　

福
岡
県
在
住
で
ブ
ラ
ン
ク

　

の
期
間
に
関
係
な
く
、
未
就
業
で

　

６
か
月
以
内
に
就
職
を
希
望
す
る

　

看
護
職

▼
定
員　

30
人
／
受
講
料
無
料

▼
応
募
締
切　

５
月
24
日
金

▼
申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
福
岡
県

　

看
護
協
会
サ
イ
ト
か
ら
申
し
込
ん

　

で
く
だ
さ
い

▼
と
き　

５
月
11
日
土　

10
時
30
分

　

〜
15
時

▼
と
こ
ろ　

Ｊ
Ｒ
博
多
シ
テ
ィ
賑
わ

　

い
空
間
広
場
（
福
岡
市
）

▼
内
容　

骨
密
度
測
定
、
健
康
相
談
、

　

看
護
の
進
路
・
進
学
相
談
、
Ａ
Ｅ

　

Ｄ
と
救
急
蘇
生
実
演
、
バ
ル
ー
ン

　

ア
ー
ト
シ
ョ
ー
な
ど

※
13
時
か
ら
ナ
ー
ス
プ
ラ
ザ
福
岡
で

講
演
会
な
ど
も
行
わ
れ
ま
す
。

▼
参
加
費　

無
料

問 

公
益
社
団
法
人
福
岡
県
看
護
協
会

　

 

福
岡
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

　

 

（
☎
092
―
631
―
１
２
２
１
）

▼
と
き　

５
月
22
日
水　

13
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

ナ
ー
ス
プ
ラ
ザ
福
岡（
福

　

岡
市
）

▼
対
象　

福
岡
県
在
住
で
ブ
ラ
ン
ク

　

の
期
間
に
関
係
な
く
、
未
就
業
で

　

６
か
月
以
内
に
就
職
を
希
望
す
る

　

看
護
職

▼
定
員　

15
人
／
受
講
料
千
円

▼
応
募
締
切　

４
月
25
日
木

▼
申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
福
岡
県

　

看
護
協
会
サ
イ
ト
か
ら
申
し
込
ん

問 

福
岡
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

　

 

（
☎
092
―
631
―
１
２
２
１
）

【
ヤ
マ
メ
釣
り
大
会
】

▼
と
き　

４
月
28
日
日  

６
時
30
分
〜

　

11
時（
受
付
６
時
〜
）／
雨
天
決
行

※
事
前
予
約
不
要
。
６
時
30
分
以
降

も
随
時
受
付
。（
表
彰
式
11
時
）

▼
と
こ
ろ　

上
中
元
寺
公
民
館
前
、　

　

田
中
組
集
会
所
前

▼
参
加
費　

一
般
＝
千
円
、
小
学
生

　

以
下
＝
500
円
（
お
に
ぎ
り
・
だ
ん

　

ご
汁
付
き
）

※
ル
ア
ー
の
使
用
禁
止
。

※
釣
り
具
の
貸
し
出
し
は
行
い
ま
せ

ん
が
、
釣
り
具
屋
が
来
場
し
、
釣
り

道
具
や
エ
サ
の
販
売
を
し
ま
す
。

【
ヤ
マ
メ
つ
か
み
ど
り
大
会
】

▼
と
き　

４
月
28
日
日  

10
時
30
分
〜

▼
と
こ
ろ　

上
中
元
寺
公
民
館
前

▼
参
加
費　

小
学
生
以
上
500
円
（
釣

　

り
大
会
参
加
者
と
幼
児
は
無
料
）

問 

上
中
元
寺
青
壮
年
ク
ラ
ブ
猪
熊
さ
ん

　

 

（
☎
090
―
１
５
１
０
―
４
２
１
４
）

▼
と
き　

４
月
28
日
日　

８
時
30
分

　

集
合

▼
集
合
場
所　

上
野
峡
登
山
口
駐
車
場

▼
目
的
地　

福
智
山（
約
900
メ
ー
ト
ル
）

▼
参
加
費　

無
料

▼
募
集
期
限　

４
月
22
日
月
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▼
と
き　

８
月
11
日
日
祝

　

開
会
10
時
10
分（
受
付
９
時
〜
10
時
）

▼
コ
ー
ス　

銅
鳥
居
か
ら
英
彦
山
神

　

宮
奉
幣
殿（
約
800
ｍ
、高
低
差
160
ｍ
）

▼
参
加
資
格　

中
学
生
以
上
で
、
自

　

力
で
完
走
で
き
る
健
康
な
人

▼
募
集
人
数　

500
人
／
雨
天
決
行

▼
参
加
料　

▽
中
学
生
・
高
校
生
＝

　

２
千
500
円　

▽
一
般
＝
５
千
円

　

 

（ 

損
害
保
険
料
、
送
料
、
代
引
き

　

手
数
料
を
含
む
）

※
当
日
は
、
参
加
者
全
員
に
記
念
Ｔ

シ
ャ
ツ
を
進
呈
。

▼
参
加
方
法　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

　
「
英
彦
山
ネ
ッ
ト
」を
検
索
し
、
申

　

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
６
月
か
ら

Informationくらしに役立つ情報満載

イ
ベ
ン
ト

上
中
元
寺
ヤ
マ
メ
釣
り
大
会

ヤ
マ
メ
つ
か
み
ど
り
大
会

　

随
時
、
郵
便
局
の
代
引
き
で
大
会

　

参
加
券
を
発
送
し
ま
す

※
電
話
で
も
申
し
込
め
ま
す
。
銀
行

振
込
で
支
払
希
望
の
場
合
も
連
絡
く

だ
さ
い
。

▼
募
集
期
間　

４
月
15
日
月
〜
６
月

　

15
日
土
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

問 

㈱
白
黒
．
tv
内
英
彦
山
参
道
駆
け

　

 

上
が
り
大
会
実
行
委
員
会
事
務
局

　

 

事
務
局
長  

川
畑
さ
ん

 　
（
☎
090
―
４
５
１
９
―
６
５
４
１
）

▼
投
票
日　

４
月
７
日
日
（
７
時
〜

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　

 

（
敬
称
略
）

お
知
ら
せ
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看
護
の
日
の
つ
ど
い

再
就
職
の
た
め
の

看
護
技
術
セ
ミ
ナ
ー

在
宅
看
護
に
興
味
が
あ
る
方
の

た
め
の
再
就
職
支
援
研
修

田
川
郡
民
登
山
会

添田町国民健康保険事業の
運営に関する

協議会委員を公募します

国保事業の円滑な運営のために

問 役場住民課保険年金係（☎ 82-5966）

町では、国民健康
保険（以下、国保）

の運営に関する重要事
項を審議する「国民健

康保険事業の運営に関する協議会」を設置
しています。今回、その委員のうち住民の
立場からの意見や提言を保険事業に反映さ
せ、国保事業の円滑な運営を図ることを目
的に、被保険者を代表する４人を次のとお
り公募します。

■応募資格
　次の①～⑤をすべて満たす人
①平成31年４月１日時点で、20歳以上71歳
　以下の国保の被保険者
②納期限の到来している国保税および町税
　使用料を完納している世帯に属する人
③添田町の他の附属機関の委員でない人
④添田町の職員または町議会議員でない人
⑤過去に同協議会委員経験のない人
■募集人数　４人
■任期　2019年６月１日から
　　　　2022年５月31日までの３年間
■活動内容
①協議会に出席し、国民健康保険について
　被保険者の立場から意見や提言を行う 
②協議会は、年４回程度（各１時間程度） 
③出席者は、規定による報酬支払いあり
■募集期限　４月26日金必着
■応募方法　申込書に必要事項を記入し、
　持参または郵送で提出
　（書類審査後、必要に応じて面接あり）
※様式は、保険年金係（④番窓口）また
はホームページで取得してください。

イ
ベ
ン
ト

福
岡
県
知
事
及
び

福
岡
県
議
会
議
員
一
般
選
挙

英
彦
山
俳
句
大
会

め
ん
べ
い
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

を
応
援
し
よ
う

第
４
回
英
彦
山
参
道

駆
け
上
が
り
大
会
参
加
者
募
集

英彦山花園

シャクナゲまつり
　５千本のシャクナゲの花が迎えてくれる英彦
山花園で春を満喫しませんか。

●とき　４月20日（土）～４月29日（月・祝）
●入場料　高校生以上200円、
　小・中学生100円

　期間中の土曜・日・祝日は地元特産品やシャ
クナゲ苗を販売。また日・祝日は、しゃくなげ
荘やホテル和の食事券や入浴券などが当たるガ
ラポン抽選会を開催します。
問 英彦山花公園電車運行部（☎ 85-0375）



４

平
成
31
年
４
月
号

広報

そ
え
だ

2019

◇
印
刷
／
丸
五
印
刷
株
式
会
社

※
広
報
そ
え
だ
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

◇
発
行
／
添
田
町
　
◇
編
集
／
総
務
課

〒
824-0691　

福
岡
県
田
川
郡
添
田
町
大
字
添
田
2151

番
地
　
　

☎
0947- 82-1231　

FA
X
0947-82-2869

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
http://w

w
w
.tow
n.soeda.fukuoka.jp

◉防災無線放送内容確認サービス（☎ 88-8555）火災については、☎ 42-0119におかけください。
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○とき　月～土　10時～16時／○ところ　子育て支援センター

問 添田町子育て支援センター／くるみ保育園２階（☎85-0888）

「
達
也
、
し
っ
か
り
し
な
さ
い
」。
こ
れ
が
、
僕

に
対
す
る
父
の
口
ぐ
せ
で
す
。
僕
の
家
族

は
、
父
と
高
校
３
年
生
の
兄
と
僕
の
３
人
で
す
。
母

は
６
年
前
の
夏
に
肺
ガ
ン
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
そ

れ
以
来「
し
っ
か
り
し
な
さ
い
」が
父
の
口
ぐ
せ
で
す
。

　

母
が
亡
く
な
っ
た
時
、僕
は
小
学
１
年
生
で
し
た
。

母
の
病
気
の
こ
と
や
、
今
後
の
こ
と
で
父
が
悩
ん
で

い
る
こ
と
な
ど
僕
は
何
も
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

父
の
話
で
は
、
母
の
肺
に
ガ
ン
が
見
つ
か
っ
た
の
は
、

僕
が
３
歳
の
七
五
三
の
こ
ろ
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
…

〈
中
略
〉
…
そ
の
後
、
母
は
僕
た
ち
家
族
の
た
め
に

一
日
で
も
長
く
生
き
よ
う
と
、
き
つ
い
抗
ガ
ン
剤
の

治
療
を
受
け
る
た
め
、
何
度
も
入
退
院
を
く
り
返

し
ま
し
た
。
け
れ
ど
、
母
の
努
力
も
実
ら
ず
、
ガ
ン

は
脳
に
ま
で
転
移
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
５
月
の
小
学
校
の
運
動
会
。
僕
は
小

学
１
年
生
、
兄
は
６
年
生
で
し
た
。
母
は
、
テ
ン
ト

の
中
で
横
に
な
り
な
が
ら
僕
た
ち
の
こ
と
を
一
生
懸

命
に
応
援
し
て
く
れ
ま
し
た
。
僕
も
兄
も
母
の
声

援
に
応
え
よ
う
と
必
死
で
走
り
ま
し
た
。
そ
の
時
の

母
の
優
し
い
笑
顔
は
今
で
も
は
っ
き
り
覚
え
て
い
ま

す
。
梅
雨
も
明
け
、夏
休
み
に
入
る
あ
る
日
の
こ
と
、

父
か
ら
母
の
余
命
が
１
か
月
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
さ

れ
ま
し
た
。
僕
は
体
の
震
え
と
涙
が
止
ま
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
父
は
黙
っ
て
僕
を
抱
き
し
め
て
く
れ
ま
し

た
。
僕
の
頬
に
父
の
涙
が
落
ち
て
い
き
ま
し
た
。

　

夏
休
み
に
入
り
、
僕
と
兄
は
一
日
で
も
多
く
母
と

過
ご
す
た
め
に
、
毎
日
の
よ
う
に
病
院
に
通
い
ま
し

た
。
僕
と
兄
だ
け
で
病
院
に
泊
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。
け
れ
ど
、
楽
し
い
日
々
は
長
く
続
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
平
成
24
年
８
月
26
日
朝
、
母
は
天
国
に

行
き
ま
し
た
。
ベ
ッ
ド
に
横
た
わ
る
母
に
抱
き
つ
く

と
、
そ
の
体
は
も
う
冷
た
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
母
の
い
な
い
３
人
だ
け
の
生
活
が
始
ま

り
ま
し
た
。
母
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
の
父
の
口
ぐ
せ

は
「
し
っ
か
り
し
な
さ
い
」
に
な
り
ま
し
た
。
正
直
、

僕
は
そ
ん
な
父
は
嫌
い
で
し
た
。

　

昨
年
の
７
月
、
母
の
七
回
忌
の
法
事
が

あ
り
ま
し
た
。
…
〈
中
略
〉
…
そ
の
時
、

父
が
み
ん
な
の
前
で
「
俺
は
雄
太
と
達
也

に
い
つ
も
厳
し
く
し
て
き
た
」「
母
親
が
い

な
く
て
も
、
し
っ
か
り
頑
張
っ
て
も
ら
い
た
い
」

「
雄
太
と
達
也
な
ら
き
っ
と
で
き
る
」
父
は
少
し

涙
を
浮
か
べ
な
が
ら
そ
う
話
し
て
い
ま
し
た
。
そ

の
時
、
僕
は
ど
き
っ
と
し
ま
し
た
。
父
が
い
つ
も

言
っ
て
い
た
「
し
っ
か
り
し
な
さ
い
」
と
い
う
言

葉
は
僕
に
対
す
る
期
待
だ
っ
た
の
か
、
僕
を
見
て

頼
り
な
い
と
思
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
の
か
、

そ
う
思
う
と
僕
は
少
し
ほ
っ
と
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、
そ
れ
と
同
時
に
今
ま
で
僕
を
支
え
て
く
れ

た
父
や
兄
、
お
世
話
に
な
っ
た
人
に
少
し
で
も
恩

返
し
を
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
今
、
僕
に
何
が

で
き
る
の
か
を
考
え
て
み
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
時
、
僕
は
兄
に
一
冊
の
本
を
勧
め
ら
れ

ま
し
た
。
…
〈
中
略
〉
…
こ
の
本
は
箱
根
駅
伝

を
目
指
す
10
人
の
大
学
生
が
そ
れ
ぞ
れ
の
限
界

に
挑
戦
し
、
目
標
に
向
け
て
走
り
続
け
る
姿
が

描
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
今
僕
も
同
じ
よ
う

に
陸
上
競
技
を
し
て
い
ま
す
。
部
員
は
僕
一
人
で

す
。
暑
い
時
も
き
つ
い
時
も
僕
一
人
で
す
。
決
し

て
楽
し
い
と
は
い
え
ま
せ
ん
が
、
大
会
に
出
場
し

て
タ
イ
ム
が
縮
ん
だ
り
、
順
位
が
上
が
っ
た
り
す

る
と
、
父
と
兄
が
喜
び
、
笑
顔
で
迎
え
て
く
れ

ま
す
。
そ
れ
が
僕
に
と
っ
て
何
よ
り
の
励
み
に
な

り
ま
す
。
今
、
僕
に
で
き
る
こ
と
は
一
生
懸
命
に

走
る
こ
と
で
す
。
母
が
あ
の
運
動
会
で
見
せ
て
く

れ
た
笑
顔
の
よ
う
に
、
父
や
兄
、
そ
し
て
僕
を

応
援
し
て
く
れ
る
人
が
笑
顔
に
な
る
よ
う
に
走

り
続
け
る
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
将
来
は
、
人
を

支
え
、
人
の
役
に
立
つ
仕
事
に
就
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
僕
の
周
り
の
人
た
ち
み
ん
な
が
笑
顔

に
な
れ
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

　第25回「少年の主張」田川地区大会が２月17日、糸田町文化会館で行わ
れました。添田町代表として添田中１年（当時）の萬徳達也さんが「みんな
が笑顔になれるように」をテーマに発表。審査の結果、優秀賞に輝き、９
月に田川市で開催される県大会へ田川地区代表として推薦されました。

「亡き母の笑顔のように、みんなを笑顔に」思いを込めた発表で県大会推薦へ

萬徳 達也さん（添田中）「少年の主
張」

田川地区大
会

第　第
れれれ
が笑
月に

田川

育児サークルに育児サークルに
遊びにおいでよ！遊びにおいでよ！
育児サークルに
遊びにおいでよ！

みんなが笑顔になれるように

子
育て支援センターは、保育園や幼稚園
に通っていないお友だちが、楽しく遊

ぶところです。また、育児での不安や悩みを
抱えたお母さんたちの心強い味方になる育児
サークルを行っています。サークルでは、保
育士や保健師が楽しい育児ができるようにお
母さんたちをサポートしています。皆さんも
気軽に参加してください。

◉めだかっこ

○とき　毎週火　10時～12時
○ところ　子育て支援センター
◉おんぶに抱っこ

○とき　毎週金　10時～12時
　※15時までは相談を受け付けます。
○ところ　添田町児童館

さい

さん
ださい

◉マタニティ＆ベビーサークル「あっぷっぷ」

○とき　隔週水（月２回）　10時～12時
○ところ　子育て支援センター
◉マタニティサークル「ポコ・ア・ポコ」

○とき　第３木（月１回）　10時～12時
○ところ　オークホール和室
※どちらも要予約

添田町子育て支援センター
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